












計算用紙2 � 



1：解答例 　 abが偶数になるのは ab = 0の場合だけであり，その確率は 5

9
．したがっ

て，abが奇数になる確率は 4

9
．cdについても同様．これらより，ab − cdが偶数になる

確率は，41

81
，したがって，ab− cdが奇数になる確率は，40

81
．

2：解答例 　 (1) 仮定と内積の定義より，−→a ·
−→
b = −4であり，これを用いて

∣∣−→a − 4
−→
b
∣∣2 =

(−→a − 4
−→
b
)
·
(−→a − 4

−→
b
)

が計算できて，
∣∣−→a − 4

−→
b
∣∣ = 8

√
3 が得られる．

(2) （ア）1

4
−→a 　（イ）1

3

−→
b 　（ウ）

√
3

24

(
3−→a + 4

−→
b
)

3：解答例 　場合分けして考えると，

f(x) =


1
3 − 1

2x (x ≦ 0)
1
3x

3 − 1
2x+ 1

3 (0 < x ≦ 1)

− 1
3 + 1

2x (x > 1)

となる．概形は省略．x ≦ 0 では単調減少，x > 1 では単調増大で，0 < x ≦ 1 で
f ′(x) = 0の点を求めると x = 1/

√
2であり，最小値は f

(
1√
2

)
=

2−
√
2

6

4：解答例 　 (1) f(1 · 1) = f(1) · f(1)より，f(1) = 0．
0 = f(1) = f(1/2 · 2) = f(1/2) + f(2)より，f(1/2) = −1．
2f(

√
2) = f(

√
2
√
2) = f(2) = 1より，f(

√
2) = 1/2．

(2) 数学的帰納法で証明する．n = 1の場合は，f(x1) = f(x1)で明らかである．n = k

で成り立っていると仮定すると，

f(x1 · · ·xkxk+1) = f(x1 · · ·xk) + f(xk+1)

= f(x1) + · · ·+ f(xk) + f(xk+1)

により，n = k + 1で成り立ち，数学的帰納法により求める等式が証明された．
(3) (2) で得られた等式より，有理数 q に関しては，f(2q) = q = log2(2

q) であり，
f(x) = log2 xが推測される．



1：出題意図 　基本的な確率の計算ができることを求めている．
2：出題意図 　内積を含む，2次元ベクトルの基本的な計算ができることを求めている．
3：出題意図 　絶対値を含む式の積分を場合分けして計算できて，微分を用いて最小値
の計算ができることを求めている．
4：出題意図 　基本的な等式から，数学的帰納法を用いて，与えられた等式を論理的に証
明ができることを求めている．また，対数関数の性質を理解していることを求めている．
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